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Ⅰ　問題と目的
　近年，知的障害者の雇用の割合は増加傾向にある。障
害者雇用実態調査（厚生労働省，2019）によると，現在，
知的障害のある雇用者の数は，推計 18 万 9 千人とされ
ており，これが年々増加している状況が確認できる。ま
た，特別支援教育資料（文部科学省，2021a）では，
34.4％が特別支援学校卒業後に一般就労をしている状況
が確認できる。これらの実態から，就業前の移行支援を
担う特別支援学校は，知的障害のある生徒の一般就労に

向けた指導をより良いものとしていくことが求められて
いると考えられる。
　特別支援学校から単に次の就職先への移籍を目指すよ
うな出口指導ではなく，卒業後に質の高い職業生活を維
持していくことができるような移行支援が求められる。
根本（2020）は，職場定着の促進において職業生活の
安定に向けた支援が必要であると指摘し，その一つの要
因である余暇支援を通じた生活の安定によって，働くこ
とが継続できるようにすることも重要と述べている。余
暇の充実は，就業への移行に向けた指導と同様に，知的
障害のある生徒の就業後の生活を豊かにしていくために
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必要な視点の一つであると言える。
　このような移行支援の大きな役割を担う特別支援学校
における教育指導において，余暇に関する教育の必要性
が指摘されている状況が確認できる。文部科学省が作成
した「障害のある子供の教育支援の手引〜子供たち一人
一人の教育的ニーズを 踏まえた学びの充実に向けて〜」

（文部科学省，2021b）では，知的障害のある生徒の指
導の方針が明確に示されている。ここには，知的障害に
ついて，「適応能力が十分に育っていないということで
あり，具体的には，他人との意思の交換，日常生活や社
会生活，安全，仕事，余暇利用などについて，その年齢
段階に標準的に要求されるまでには至っていない。」と
記されている。ここにも記されているように，知的障害
者の職業生活の安定に必要な要因の一つであると考えら
れる「余暇」に関する課題があると捉えられていること
が確認できる。さらに，特別支援学校では，学習指導要
領に基づいて教育が行われているが，この平成 30 年度
特別支援学校学習指導要領解説総則編においては，「単
に生活のみが保障され，仕事により賃金を得て，社会に
おける役割を果たしていくのみならず，学習，文化，ス
ポーツといった生涯にわたる学習や体験の中から生き甲
斐を見つけ，人とつながっていくことが必要」（文部科
学省，2018a）と書かれている。そして，特に余暇に関
して，平成 30 年度特別支援学校学習指導要領解説では，

「「余暇」は，生活を豊かにするとともに，学校生活や将
来の職業生活を健やかに過ごすうえでも重要である。」

（文部科学省，2018b）と書かれている。このように，
余暇に関する教育指導を行うための方針が確認できる。
　余暇を支援することは，単に，活動のレパートリーを
増やすだけのものではなく，社会生活の充実を促すもの
であると考えられる。実際，安川・小林（2004）は，余
暇指導の実践を通じて，余暇活動のレパートリーを増や
すだけでなく，余暇活動に関連する様々な技術を身に付

けることを可能とし，生活の充実を促したことを報告し
ている。しかし，その一方で，余暇における活動内容に
関連したスキルの取得や向上に狙いを定めた研究が多く

（加藤，2018），社会参加や社会生活，職業生活の充実
を目指した実践は，少ないように見受けられる。
　そこで本研究では，知的障害者の余暇に関する研究動
向を明らかにするために，余暇指導の実践に焦点を当て
て，余暇指導の内容及び観点について整理することを目
的とする。

Ⅱ　方法
１．研究方法
　本研究の目的は，日本国内における近年の知的障害者
の余暇の実践を概観することである。そのため，本研究
では，知的障害者を対象とした余暇の実践に関する文献
レビューを実施する。
 
２．文献検索の手続き
　国立情報学研究所の提供する CiNii の文献情報データ
ベースに掲載された文献を検索対象とした。2022 年 4
月 18 日に，2000 年以降に出版された文献を対象として

「知的障害」and「余暇」の組み合わせで検索を行った。
結果，137 本の文献が該当した。次に，この内，ポスター
発表，重複した文献，特集論文，科研費報告書等の文献
を除外した。除外した結果，計 84 本の文献が残った。
この 84 本の文献について，本文の内容等を精査し，文
献レビュー対象の 21 本の文献を選定した。この手続き
は，図 1 に示した。
　文献レビュー対象とした文献は、表１の通りである。

３．分析方法
　文献レビューにおける分析では，各文献の内容を質的
に整理した。この質的な分析には，文献の内容面を質的

図 1 　文献検索の手続き

CiNii(2022 年 4 月 18 日検索) 
2000 年以降の文献 

検索「知的障害」and「余暇」 
 (n=137) 

該当文献 
(n=84) 

除外文献(n=53) 
・ポスター発表 
・学術論文でない文献 
・重複した文献 
・関連のない文献 

内「実践研究」 
（n=21）を選定 
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データとして，意味の類似性から分類をしていく内容分
析に準拠した方法をとった。分析焦点は，以下の通りで
ある。

（１ ）実践を行う取組，目的，内容（対象と方法）につ
いて整理

（２ ）実践において，実践者が意図した余暇に関連して
身につけさせたい技能（以下，「余暇関連技能」）の
整理

Ⅲ　結果及び考察
１．余暇実践の概観
　文献レビューの対象とした余暇実践には，何らかの余
暇活動プログラム等を提供する余暇活動と，個別もしく
は少人数を対象とした余暇支援事例が含まれていた。こ
こでは，この 2 つ分類に基づき，対象とした文献におけ
る余暇実践を概観していく。

（１）余暇活動
　余暇活動プログラム等を提供する余暇活動を実践報告

表１　文献レビュー対象文献

No. 著者名及び発表年 タイトル
1 坂口（2002） 障害児・者の余暇活動

−横浜市の知的障害児・者のレジャー・レクリエーション活動の実際（その 2）−

2 細谷ら（2004） 知的障害児・者を対象とした余暇活動支援事業の実施に伴う検討課題

3 高畑（2004） 軽度・中度知的障害生徒と中学生との地域余暇資源を活用した交流活動
−養護生徒・中学生・保護者からのアンケートを通して−

4 岡部ら（2006） 発達障害のある生徒の余暇活動の自発的開始の指導
−知的障害養護学校における休み時間の変容を通して−

5 大谷（2006） 知的障害養護学校における「進路」に関する授業研究

6 由谷ら（2007） 知的障害養護学校における夏季休業中の余暇支援の実施方法に関する検討

7 松下ら（2008） 自閉性障害児の余暇活動における活動スケジュール利用の効果に関する事例的検討

8 岡本（2009） 学校生活への参加が苦手な知的障害を伴う自閉症児の意思を尊重した支援

9 和田 (2009) 知的障害と右手まひのある A 氏への音楽活動支援
−片手オカリナを使った事例の考察−

10 岸田（2010） 知的障害者への「大人の塗り絵」を用いた余暇指導とそのスキルの向上が対象者と
その家族に与える影響の検討

11 畠山ら (2011) 附属特別支援学校小学部の土曜日キッズサッカーの試み（Ⅰ）

12 平井（2012） 知的障害者に対する音楽療法とその評価
−余暇の活用による QOL の向上を目指して−

13 畠山ら (2012) 附属特別支援学校小学部の土曜日キッズサッカーの試み（II）
−キャリア教育の視点から−

14 榎本（2013） 知的障害を伴った自閉性障害児に対する余暇活動スキルの獲得 
−ビデオモデリングパッケージからの検討−

15 藤原ら（2015） 特別支援学校の生徒を対象とした余暇支援「おとあそび」の試み

16 樋田ら（2016） 知的障害者生涯学習支援事業の課題と展望
−社会福祉士・保育者養成機関での実践から−

17 佐々木ら（2016） 知的障害児の就労後も活用しうる人間関係の構築・拡大を基盤とした移行支援の実
践的研究―仲間関係の拡大が顕著に見られたある事例の長期的な分析から―

18 細谷ら（2017） 長期休業を活用した知的障害児の余暇支援
−サマースクール in 函館の 20 年の取り組みを通して−

19 中澤 (2018) 知的障害児・発達障害児の支援に関する実践的研究 
−大学生による余暇活動の企画運営より−

20 和田（2018） 自宅や職場で気軽にできる余暇活動に関する研究 = 知的障害特別支援学校におけ
る「ナンプレ」を活用した実践から

21 村上ら（2021） 余暇活動を通じて自分らしさを発揮していく特別支援学校高等部の実践報告
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した文献は，計 14 本確認できた。この詳細は，表 2 の
通りである。
　余暇活動に関しては，その実践の多くは，「夏休み 4
日間のサマースクールでの活動」（細谷ら，2017）や「土
曜日のキッズサッカー」（畠山ら，2011・2012）等，特
別支援学校を中心に休日等において実施されたものにつ
いて，余暇指導の観点から報告したものであった。これ
らの余暇活動は，単に知的障害者の余暇の充実のために
実施されているのではなく，大学生などに対するボラン

ティアを通じた学びの場の提供，保護者の育児に関する
負担軽減といったことも意図されている状況が確認でき
た。これらの余暇活動には，特別支援学校在学生だけで
なく，卒業生を対象としたものなどの種類があることが
確認できた。

（２）余暇支援事例
　個別もしくは少人数を対象とした余暇支援事例を実践
報告した文献は，計 7 本確認できた。この詳細は，表 3

表 2　余暇活動に関する文献

No. 著者名及び
発表年 取　　組 目　　的 内容（対象と方法）

1 坂口
（2002）

土曜プログラム（土曜日午
後のミニイベント）

余暇活動ができる環境
の整備

・ 横浜市の余暇活動の取り組み
の整理

2 細谷ら
（2004）

青少年の休日を楽しむ会
（歌遊び，感覚遊び，ゲー
ム），土曜日の活動

余暇活動の拡大 ・ 作業所勤務者，養護学校在籍
児，特殊学級在籍児

・実施経過を整理
3 高畑

（2004）
ボウリング場での実践（1
日）

交流学習，豊かな人間
性や社会性の育成

・ 実践概要の紹介と養護学校生
徒，中学生，養護生徒の保護
者へのアンケート調査

4 由谷ら
（2007）

ボランティア企画による
ゲーム，バーベキュー，遊
園地への外出

夏休み中の保護者の負
担軽減

・ 知的障害養護学校 2 校
・ 保護者に対するアンケート調

査
5 大谷

（2008）
働く生活を支える余暇に関
する授業研究

進路の授業での余暇の
過ごし方に関する指導

・ 高等部 2 年生，中度の知的発
達障害の生徒 1 名

・ 授業批評による授業研究
・ 生徒における記述

6 畠山ら
（2011）

土曜日のキッズサッカー 運動技能向上，運動機
会，友達関係の増加
QOL の向上

・ キッズサッカーの経過を整理
・ 大学生ボランティア，保護者

に対するアンケート調査
7 畠山ら

（2012）
土曜日のキッズサッカー 地域教育に結び付ける

こと
・ 運動能力に優れた自閉的傾向

のある児童
8 平井

（2012）
音楽療法セッション 困難の解決，ノーマラ

イ ゼ ー シ ョ ン，QOL
向上

・ 音楽療法アセスメント票，音
楽療法評価基準を用いた音楽
療法の実施経過を整理

9 藤原ら
（2015）

おとあそび，歌唱，楽器演
奏，音楽づくり，ダンス，
音楽鑑賞，ゲームなど

放課後の余暇活動のバ
リエーションの増加，
保護者の負担軽減

・ 附属特別支援学校高等部生徒
・ 生徒，保護者，支援者の大学

生を対象とした質問紙調査
10 樋田ら

（2016）
表現活動と学生との交流

（パソコン，手話うた，大
学体験，造形体験）

人権保障・発達補償 ・ オープンカレッジ参加者，学
生スタッフにアンケート

11 佐々木ら
（2016）

校外余暇支援活動（野外調
理，餅つき，大学教員によ
る理科実験，美術の創作活
動）

知的障害児の仲間関係
の構築

・ 知的障害の 21 歳，男性
・ アンケートとエピソードの整

理

12 細谷ら
（2017）

サマースクール（夏休みの
4 日間の活動）

夏休み充実，保護者の
負担軽減

・ 保護者，大学生にアンケート

13 中澤
（2018）

レクリエーション（じゃん
けん列車，大型すごろく，
キックベース等）

ボランティアによる活
動の場の提供

・ 知的障害，発達障害のある子
ども，計 11 名

・ 学生ボランティアの振り返り
と保護者アンケートを整理

14 村上ら
（2021）

学校設定教科として「ス
ポーツ」「カルチャー」「アー
ト」の 3 分野

自己有用感を育む ・ 特別支援学校在籍生徒のエピ
ソード

QOL: Quality of Life（生活の質）
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表 3　余暇支援事例に関する文献

No. 著者及び
発表年 取　　組 目　　的 内容（対象と方法）

1 岡部ら
（2006）

休み時間に好みの行動に一
定時間従事できる

自発的な余暇活動の開
始行動

・ 知的障害養護学校中学部生徒
3 名

2 松下ら
（2008）

アセスメント結果に基づき
スケジュールに沿った指導

余暇レパートリーの増
加，問題行動の減少

・知的障害を伴う自閉症児 1 名

3 岡本
（2009）

意思決定の機会 QOL の向上 ・ 知的障害を伴う自閉的傾向が
ある生徒

4 和田
（2009）

片手オカリナの指導 特性に応じた余暇の習
得

・ 軽度知的障害のある 40 歳前
半の男性

5 岸田
（2010）

本人が好きな活動である
「塗り絵」

活動の定着，芸術の有
効性

・ 知的障害養護学校に在籍して
いる女子生徒

6 榎本
（2016）

ババ抜きを通じた SST 実
施

余暇レパートリーの増
加

・ 余暇レパートリーの増加を目
的とした支援

7 和田
（2018）

ナンプレの実施 短時間でできる余暇の
習得

・生徒へナンプレの指導の経過

QOL: Quality of Life（生活の質）
SST: Social Skill Training（生活技能訓練）

表 4　余暇関連技能の一覧

大分類 小分類 具　体　的　内　容

行動の
維 持・
発揮

（14）

意思表出
（5）

・自ら「〜したい」と伝えること（村川ら，2021）
・自らしたいことを相手に要求する（岡本，2009）
・写真カード活動スケジュールを利用した意志表出（松下ら，2008）
・自分が好みとする活動を表出（岡部ら，2006）
・援助を求めるスキル（高畑，2004）

選択（3）
・ 複数の余暇活動（CD，漫画を描く，バスケットボール等）からやりたいものを選択す

ること（岡部ら，2006）
・好きなチームや色，ポジションを選ぶこと（畠山ら，2012）
・複数の活動から好みの余暇活動を選択する（岡部ら，2006）

積極行動
（6）

・自ら考え活動できる，学生の手伝いをする（中澤，2016）
・有給休暇を申請（佐々木ら，2016）
・友達と「遊びたい」という目標を設定（佐々木ら，2016）
・自分の役割を理解しやり遂げる（畠山ら，2012）
・学習室で自発的な活動開始（岡部ら，2006）
・音楽的スキルによる自発的な余暇行動の促し（平井，2012）

活動
参加

（10）

遊戯活動
（7）

・ナンプレを行うことができる（和田，2018）
・サッカーの運動技能（畠山ら，2011）
・塗り絵の技能（岸田，2010）
・片手オカリナの技能（和田，2009）
・カードゲーム実施スキル（榎本，2013）
・色鉛筆の持ち方（岸田，2010）

空き時間
利用（2）

・バス停や職場での活用（和田，2018）
・余暇時間に何をしたら良いのか自ら見出すのは困難（平井，2012）

施設利用
（1）

・ ボウリング場利用に必要な申込用紙の記入やシューズのレンタルの仕方（高畑，2004）

人間関
係構築

（6）

コミュニ
ケーショ
ン（5）

・指導者の話を聞くようになったこと（中澤，2016）
・ いろいろな人とかかわることができるようになったこと（中澤，2016）
・ 非日常的（学校とは異なった）な人物とのかかわり方（藤原ら，2015）
・ 挨拶や返事，会話をする（畠山ら，2015）
・ 他者との関わりでの有用性（平井，2012）

環境把握
（1）

・周囲（他者）の状況を確認できるようになった（中澤，2016）

健康
保持

（1）
健康保持

（1）
・長期休業中の生活リズムを安定すること（細谷ら，2017）
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の通りである。
　余暇支援事例は，主に自閉的傾向のある方を対象とし
たものであった。これらの余暇支援事例では，余暇レパー
トリーの増加及び対象者の持つ行動問題の減少などを目
的としていた。

２．余暇関連技能の整理
　次に，文献中の実践者の取組から，対象者に身につけ
させたい技能として表 4 のように整理した。
　なお，カッコ内の数字は，文献内で確認できた余暇関
連技能の記述数である。文献によっては，複数の余暇関
連技能の記載があったが，個別に余暇関連技能として抽
出した。余暇関連技能が明確に記載されなかった文献も
あるため，文献数とカッコ内の数字は一致しない場合も
ある。
　分析の結果，計 31 本の文献から「行動の維持・発揮」，

「活動参加」，「人間関係構築」，「健康保持」の余暇関連
技能が抽出された。
　「行動の維持・発揮」には，「意思表出」，「選択」，「積
極行動」の技能が含まれた。「意思表出」は主に対象となっ
た知的障害者自身がやりたい活動を伝えること，「選択」
は活動を自分の意志で選択すること，「積極行動」は活
動のために自ら進んで行動に取組むことが技能として含
まれた。
　「活動参加」には，「遊戯活動」，「空き時間利用」，「施
設利用」の技能が含まれた。「遊戯活動」は知的障害者
に遊戯活動のレパートリーを提供すること，「空き時間
利用」では空き時間における活動内容の獲得，「施設利用」
は施設利用の具体的な手続きの習得が技能として含まれ
た。
　「人間関係構築」には，「コミュニケーション」，「環境
把握」を抽出した。「コミュニケーション」は他者と関
わること，「環境把握」は他者の意図や状況を把握する
ことが技能として含まれた。
　最後に「健康保持」は，1 本のみで確認できたが，健
康の保持のための技能が含まれた。
　余暇関連技能の特徴として，いずれも他者や社会環境
との関わりを持つ際に必要な技能に関する内容であるこ
とが挙げられる。いずれの技能も，余暇に留まらず，社
会生活を営む上でも有効なものであると考えられた。

Ⅳ　総合的考察
　本研究では，知的障害者の余暇実践に関する文献レ
ビューを行い，余暇支援の取組と余暇実践で実践者が習
得させたいと意図する余暇関連技能の内容について整理
した。
　特に，余暇関連技能については，これまで明確に整理

された研究はほとんどない。余暇支援の取組をレビュー
していくと，多くの余暇活動の実践報告が，最終的に余
暇支援と関連付けて報告されてきているものの，社会生
活や職業生活の安定と関連して実践的取組を行っている
ものがほとんどである。今回，調査によって明らかになっ
た余暇関連技能は，余暇活動を維持するためだけでなく，
社会生活や職業生活の維持に必要な技能とも共通するこ
とが示唆された。これらの余暇関連技能を，一つの視点
として，特別支援学校等における余暇活動の視点として
活用することは，余暇活動の実践を行う上で有用ではな
いかと考えている。
　本研究では，あくまでも実践研究として報告された文
献を対象とした研究である。そのため，知的障害者の余
暇支援の全てを網羅したとは言い難い。その意味で，特
別支援学校等での教員の実践などにも範囲を広げて，本
研究で得られた余暇関連技能の内容について検討をして
いくことが必要である。また，今後に向けては，これら
の技能が知的障害者の余暇の充実にどのように結びつい
ているのか，これらの技能を学校現場，職場ではどのよ
うに支援することが必要かについては，さらなる研究が
必要であると考えられた。
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